
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

ベッド等の頭側、足側のボトム側面に

ことを特徴とするベッド等における 。
【請求項２】

ことを特徴とする請求項１記載のベッド等における 。
【請求項３】

ことを特徴とするベッド等における 。
【請求項４】
前記補助柵

ことを特徴とする請求項３記載のベッド等におけ
る 。
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床部起伏機構を有する それぞれ側柵を配置し、これ
ら頭側または足側のいずれかの側柵に、他方の側柵に向かって展開格納可能に補助柵を設
け、この補助柵を前記他方の側柵に向かって展開突出させて、前記他方の側柵の柵部に対
し、移動可能に当接してなる 側柵装置

前記補助柵にローラ部材を転動自在に突設し、前記補助柵を前記他方の側柵に向かって展
開した際に、前記補助柵を前記ローラ部材を介して、他方の側柵の柵部に当接するように
した 側柵装置

床部起伏機構を有するベッド等の頭側、足側のボトム側面にそれぞれ側柵を配置し、これ
ら頭側または足側のいずれかの側柵に、他方の側柵に向かって、柵部長手方向に突没可能
に補助柵を設け、この補助柵を前記他方の側柵に向かって突出させて、前記他方の側柵の
柵部に対し、変位可能に係止させてなる 側柵装置

にフック部材を設ける一方、前記他方の側柵の柵部に係止軸を設け、前記補助
柵を他方の側柵に向かって突出させて、前記補助柵のフック部材を他方の側柵の柵部にお
ける係止軸に変位可能に係止させてなる

側柵装置



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、 ベッド等の ボトム側面側に配設される側柵に
おいて、ベッド使用時には側柵 間にある空間をカバーする一方、不必要時には側柵
に しておけるようにした、ベッド等における に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ベッド等（病院用ベッド、在宅用ベッド、移送用ベッド、ＩＣＵベッド等）に設け
られる側柵には、ボトム側面に直接固定したボトム直付け型のものが提案されている。か
かるボトム直付け型側柵３、３を、ボトム２の起伏機構（ギャッチ機構）を備えたベッド
１の頭側およぴ足側に装着するようにすれば、ギャッチ動作させた際も、ボトム２の動き
に側柵３、３が追従するので、常に、側柵３、３は、使用者を側面から支える位置にある
という、安全上、好ましい機能がもたらされる（図７参照）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ボトム２の動きに側柵３、３が追従する際、人体や物の挟み込みを防止す
るため、側柵３、３間に所定の隙間Ｓを設けるようにしているので、この隙間Ｓから使用
者が転落するおそれがあり、前記隙間Ｓをカバーする手段が求められていた。
本発明は、以上のような背景から提案されたものであって、 ベッド
等の ボトム側面側に配設される側柵において、ベッド使用時には側柵 間
にある空間をカバーする一方、不必要時には側柵に しておけるようにした、ベッド等
における を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記した課題を解決するために、本発明では、請求項１において、
ベッド等の頭側、足側のボトム側面に

ベッド等における 。
また本発明では、請求項２において、

ベッド等における 。
また本発明では、請求項３において、

ベッド等に
おける 。
また本発明では、請求項４において、前記補助柵

ベッド等に
おける 。
【０００５】
請求項１によれば、 、ベッド等の頭側、足側ボトム側面に配置した側柵間に
補助柵を掛け渡しておき、

ボト
ム上の使用者に接近して介護行為、治療行為を行うときや、ベッドへの乗り降りを行うと
きは、ベッド等の頭側、足側の側柵間を空けるべく、前記補助柵を、頭側または足側の側
柵に させるようにする。
【０００６】
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床部起伏機構を有する
それぞれ側柵を配置し、これら頭側または足側のい

ずれかの側柵に、他方の側柵に向かって展開格納可能に補助柵を設け、この補助柵を前記
他方の側柵に向かって展開突出させて、前記他方の側柵の柵部に対し、移動可能に当接し
てなる 側柵装置を提案する

前記補助柵にローラ部材を転動自在に突設し、前記
補助柵を前記他方の側柵に向かって展開した際に、前記補助柵を前記ローラ部材を介して
、他方の側柵の柵部に当接するようにした 側柵装置を提案する

床部起伏機構を有するベッド等の頭側、足側のボト
ム側面にそれぞれ側柵を配置し、これら頭側または足側のいずれかの側柵に、他方の側柵
に向かって、柵部長手方向に突没可能に補助柵を設け、この補助柵を前記他方の側柵に向
かって突出させて、前記他方の側柵の柵部に対し、変位可能に係止させてなる

側柵装置を提案する
にフック部材を設ける一方、前記他方の

側柵の柵部に係止軸を設け、前記補助柵を他方の側柵に向かって突出させて、前記補助柵
のフック部材を他方の側柵の柵部における係止軸に変位可能に係止させてなる

側柵装置を提案する

ベッド使用時
ボトムのギャッチ動作時、頭側、足側ボトム側面の側柵と共に

、補助柵も追従し、頭側、足側ボトム側の側柵間の隙間をカバーすることができる。

格納



請求項２によれば、
。

【０００７】
請求項３によれば、使用時に補助柵を、格納した頭側または足側の側柵から

側柵の柵部に 。
【０００８】
請求項４によれば、

【０００９】
【発明の実施の態様】
次に、本発明にかかるベッド等における について、一つの実施の形態を示し、添
付の図面に基づいて以下説明する。
図１に示すベッド１０は、ギャッチ機能を有するもので、分割構造のボトム１１のうちの
頭側、すなわちヘッドボード１２側の背に対応する背ボトム１１ａと、足側、すなわちフ
ットボード１３側の足に対応する足ボトム１１ｂ側面に側柵１４，１５をそれぞれ装着し
ている。
これら側柵１４，１５は格納型側柵である。前記背ボトム１１ａ側面の側柵１４は、背ボ
トム１１ａの下方から背ボトム１１ａ上方に突出可能に取り付けた支柱部１４ａと、この
支柱部１４ａ上端側に回動可能に取り付けた柵部１４ｂとを有している。また足ボトム１
１ｂ側の側柵１５も同様に、足ボトム１１ｂの下方から足ボトム１１ｂ上方に突出可能に
取り付けた支柱部１５ａと、この支柱部１５ａ上端側に回動可能に取り付けた柵部１５ｂ
とを有している。また、前記側柵１４，１５には、それぞれ支柱部１４ａ，１５ａ、柵部
１４ｂ，１５ｂを背ボトム１１ａ、足ボトム１１ｂ上方に突出状態で保持するようにした
拘束手段（図示省略）を有している。
【００１０】
前記側柵１４，１５のうち、背ボトム１１ａ側面の側柵１４において、柵部１４ｂの背ボ
トム１１ａ側に面する側に、ボトム端面に沿う方向に展開突出するように補助柵１６を軸
止めしている。
この補助柵１６は前記柵部１４ｂとほぼ同形状とし、柵部１４ｂのベッド中央寄りの端部
側に回動軸１７により軸止めされている（図２参照）。
また、前記補助柵１６の図中、ヘッドボード１２寄りの端部側には、補助柵１６を展開し
た際に、足ボトム１１ｂ側の側柵１５の柵部１５ｂに当接するようにした、ローラ部材１
８を転動自在に突設している。
【００１１】
以上のような側柵１４，１５を装着したベッド１０において、ベッド使用時、例えば使用
者の就寝時には、背ボトム１１ａ側面における側柵１４の柵部１４ｂから、柵部１４ｂの
ベッド中央寄りの端部側の回動軸１７を中心として、ボトム１１端面に沿う方向に補助柵
１６を展開突出させるようにする。
すると、この補助柵１６の、ヘッドボード１２寄りのローラ部材１８が、足ボトム１１ｂ
側の側柵１５の柵部１５ｂに当接した状態で支持される（図１参照）。これによって、背
ボトム１１ａ側および足ボトム１１ｂ側の側柵１４，１５間の隙間が、前記補助柵１６に
よってカバーされ、転落などのおそれはない。
一方、介護者等がボトム１１上の使用者に接近して介護行為、治療行為を行うときや、ベ
ッドへの乗り降りを行うときは、前記背ボトム１１ａ側および足ボトム１１ｂ側の側柵１
４，１５間を解放するべく、前記補助柵１６を、背ボトム１１ａ側面における側柵１４の
柵部１４ｂに、保持させるようにする。
【００１２】
そして、ベッド使用時、背ボトム１１ａ側および足ボトム１１ｂ側の側柵１４，１５間の
隙間を、補助柵１６によってカバーした状態で、ギャッチ動作を行うと、背ボトム１１ａ
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補助柵のローラ部材は、他方の側柵の柵部に当接した状態で転動移動
し、補助柵は、ギャッチ動作に追従して変位する

柵部長手方向
に引き出して、他方の 変位可能に係止させる

ベッド使用時に、頭側または足側の側柵から、補助柵を他方の側柵に
向かって突出させ、前記他方の側柵の柵部における係止軸に、補助柵側のフック部材を係
止させるようにする。

側柵装置



および足ボトム１１ｂの傾斜と共に、前記側柵１４，１５は追従傾斜する（図３参照）。
このとき、補助柵１６は、柵部１４ｂのベッド中央寄りの端部側の回動軸１７を中心とし
て変位する一方、補助柵１６の、ヘッドボード１２寄りのローラ部材１８は、足ボトム１
１ｂ側の側柵１５の柵部１５ｂに当接した状態で転動移動する。
従って、前記側柵１４，１５が背ボトム１１ａおよび足ボトム１１ｂの傾斜と共に追従傾
斜しても、補助柵１６は前記側柵１４，１５の動きを妨げることなく、側柵１４，１５間
の隙間をカバーした状態を維持することができる。
このように、ベッド使用時には、ボトム１１の平担時であっても、ギャッチ時であっても
、側柵１４，１５間の隙間をカバーすることができ、使用者の転落を確実に防止すること
ができる。
【００１３】
本発明にかかるベッド等における は、以下のような構造によっても実施すること
ができる。
すなわち、図４に示すギャッチベッド１０は、前述のベッド１０と同構造のもので、背ボ
トム１１ａ側および足ボトム１１ｂ側に装着される側柵２０、２１は、実質的には前記側
柵１４，１５と同様、支柱部２０ａ，２１ａ、柵部２０ｂ，２１ｂで構成される格納型側
柵である。
かかる側柵２０、２１のうち、背ボトム１１ａ側における側柵２０の柵部２０ｂに、柵部
２０ｂ長手方向に突没可能に補助柵２２を保持する構成としている。
この場合、前記補助柵２２は、柵部２０ｂの、ベッド中央寄りの端部に近接した箇所に突
設した支軸２３を、補助柵２２に形成した柵部長手方向に沿う、長穴２４に嵌入すること
で支持している。そして前記補助柵２２は、この長穴２４をガイドとして柵部長手方向に
スライド可能としている。
また、前記補助柵２２には、ベッド中央寄りの端部に、補助柵２２を足ボトム１１ｂ側の
側柵２１に向かって突出させた際、足ボトム１１ｂ側における側柵２１の柵部２１ｂに係
止させるようにした、フック部材２５を設けている（図５参照）。すなわち、足ボトム１
１ｂ側における側柵２１の柵部２１ｂには、前記フック部材２５と係止する係止軸２６を
突設している。
なお、前記補助柵２２を突出させて、足ボトム１１ｂ側における側柵２１の柵部２１ｂに
係止させた際、ボトム平担時には、柵部２０ｂにおける支軸２３は、補助柵２２における
長穴２４の中途に位置するように、前記長穴２４の寸法を設定している。
【００１４】
以上のような側柵２０、２１を装着したベッド１０では、ベッド使用時に、背ボトム１１
ａ側面における側柵２０の柵部２０ｂから、柵部２０ｂにおける支軸２３を補助柵２２側
の長穴２４をガイドとして移動するように、補助柵２２を足ボトム１１ｂ側の側柵２１に
向かって突出させ、前記側柵２１の柵部２１ｂにおける係止軸２６に、補助柵２２側のフ
ック部材２５を係止させるようにする（図４参照）。
これによって、背ボトム１１ａ側および足ボトム１１ｂ側の側柵２０，２１間の隙間が、
前記補助柵２２によってカバーされ、転落などのおそれはない。
【００１５】
そしてかかる状態で、ギャッチ動作を行うと、背ボトム１１ａおよび足ボトム１１ｂの傾
斜と共に、前記側柵２０，２１は追従傾斜するわけであるが、補助柵２２は、側柵２０の
柵部２０ｂと、柵部２０ｂにおける支軸２３を、補助柵２２側の長穴２４において移動可
能に嵌入しており、一方、足ボトム１１ｂ側の側柵２１の柵部２１ｂにおける係止軸２６
に、補助柵２２側のフック部材２５を係止させているので、側柵２０，２１の動きに連動
して傾斜する。
前記側柵２０，２１が傾斜していくと、柵部２０ｂ，２１ｂ間の間隔が広がるが、背ボト
ム１１ａ側における側柵２０の柵部２０ｂの支軸２３が、補助柵２２側の長穴２４をずれ
ながら長穴２４の図中、左端側まで移動することができるので、側柵２０，２１の動きを
妨げることはない（図６参照）。
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【００１６】
以上、本発明にかかるベッド等における について、ギャッチベッドの例を示して
説明したが、勿論、格納型側柵に限らない。またベッド頭側、足側に設けた側柵間の隙間
をカバーする格納可能な補助柵を設けたものであれば、ギャッチ機能を有していないベッ
ドに対しても適用可能である。この場合、ギャッチ機能を有していないベッドに対しては
、ボトム以外の箇所に固定した側柵によっても、本発明にかかるベッド側面カバー構造を
実現できる。
【００１７】
【発明の効果】
以上の通り、本発明によれば、ベッド使用時、ベッドの頭側と、足側に配置した側柵間を
補助柵によってカバーすることができ、転落などのおそれはない。
また、ギャッチベッドに補助柵を有する側柵を設けた場合、ギャッチ動作によっても、側
柵の動きを妨げることなく、追従して側柵間をカバーすることができる。
一方、不必要時には補助柵を側柵に しておけるので、保管場所などの心配もない。
【００１８】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかるベッド等における を実施するための、ベッドとベッドに
装着した側柵の一例を示す全体側面図である。
【図２】図１に示す側柵における補助柵の保持構造を示した側面図である。
【図３】図１に示すベッドをギャッチさせた際の、側柵のベッド側面カバー機能を示した
、全体側面図である。
【図４】本発明にかかるベッド等における を実施するための、ベッドとベッドに
装着した側柵の別例を示す全体側面図である。
【図５】図４に示す側柵における補助柵の保持構造を示した側面図である。
【図６】図４に示すベッドをギャッチさせた際の、側柵のベッド側面カバー機能を示した
、全体側面図である。
【図７】従来のギャッチベッドにおける側柵の配置状態、並びにギャッチ時の柵部の動き
を示した側面説明図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　　　ベッド
２　　　　　　　　　　ボトム
３　　　　　　　　　　側柵
Ｓ　　　　　　　　　　隙間
１０　　　　　　　　　ベッド
１１　　　　　　　　　ボトム
１１ａ　　　　　　　　背ボトム
１１ｂ　　　　　　　　足ボトム
１２　　　　　　　　　ヘッドボード
１３　　　　　　　　　フットボード
１４，１５　　　　　　側柵
１４ａ，１５ａ　　　　支柱部
１４ｂ，１５ｂ　　　　柵部
１６　　　　　　　　　補助柵
１７　　　　　　　　　回動軸
１８　　　　　　　　　ローラ部材
２０，２１　　　　　　側柵
２０ａ，２１ａ　　　　支柱部
２０ｂ，２１ｂ　　　　柵部
２２　　　　　　　　　補助柵
２３　　　　　　　　　支軸
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２４　　　　　　　　　長穴
２５　　　　　　　　　フック部材
２６　　　　　　　　　係止軸

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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